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『春
日
社
司
祐
範
記
』
連
歌
年
表

『春
日
社
司
祐
範
記
』
は
、
南
都
春
日
社

の
社
家
、
東
地
井
祐
範

公
死
和
九
年

〔
〓
全
〓
こ
八
十
二
歳
で
没
）
の
日
記
で
あ
る
。
現
在
、
春

日
大
社
と
、
国
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫

（興
福
寺
大
乗
院
旧
蔵
）
に
、
祐

範
自
筆
本
が
蔵
さ
れ
る
。
現
存
本
の
う
ち
、
最
古
は
慶
長
三
年
記
で
あ

る
が
、
そ
の
ほ
か
は
、
祐
範
が

正
　
預

に
就
任
し
た
慶
長
四
年

（
一

五
九
九
）
以
降
の
記
録
で
あ
る
。
当
時
の
春
日
社
神
官
は
、
神
主

・
正

預

。
若
宮
神
主
の
三
惣
官
を
頂
点
と
す
る
職
制
下
に
あ

っ
た
。
よ
っ
て
、

『
春
日
社
司
祐
範
記
』
は
、
正
預
と
い
う

一
社
を
代
表
す
る
立
場
か
ら

書
か
れ
た
社
務
日
記
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
他
方
、
祐
範
は
、
連
歌
を

よ
く
し
、
紹
巴
と
も
交
流
が
あ

っ
た
。
そ
の
た
め
か
、
文
芸
全
般
に
関

心
を
示
し
、
『
春
日
社
司
祐
範
記
』
に
書
き
留
め
て
い
る
。
こ
の
点
は
、

同
記
の
も
う

一
つ
の
特
徴
に
数
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。

さ
き
に
、
俳
文
学
会
第
五
十
五
回
全
国
大
会

（平
成
十
五
年
十
月
十
八

日
・
十
九
日
・
二
十
日
、
於
佐
渡
島
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー
）
で
、
「慶
長
期

南
都
連
歌
壇
の
様
相
」
と
題
す
る
口
頭
発
表
の
機
会
を
得
た
。
『春
日

社
司
祐
範
記
』
に
見
い
だ
せ
る
連
歌
興
行
の
記
事
を
検
討
し
、
南
都
連

歌
壇
の
構
成
と
、
同
記
の
資
料
的
価
値
を
論
じ
た
の
で
あ
り
、
こ
れ
に

川
崎
　
佐
知
子

つ
い
て
は
、
べ
つ
に
報
告
す
る
予
定
で
あ
る
。
本
稿
は
、
『
春
日
社
司

祐
範
記
』
か
ら
、
連
歌
を
中
心
に
、
和
歌
、
茶
湯
、
古
典
籍
の
書
写
な

ど
、
ひ
ろ
く
文
芸
に
関
す
る
記
事
を
拾
い
上
げ
、
年
代
順
に
排
列
し
た

も
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
連
歌
壇
の
構
成
を
明
示
す
る
こ
と
を
も
目
的

と
し
た
た
め
、
主
要
な
作
者
の
交
流
や
、
死
没
の
記
述
な
ど
、
厳
密
に

は
、
文
芸
的
活
動
に
あ
た
ら
な
い
記
事
を
あ
げ
た
場
合
も
あ
る
。
な
お
、

芸
能
に
関
し
て
は
、
宮
本
圭
造
氏

「南
都
頑
宜
衆
の
演
能
活
動
―
も
う

一
つ
の
能
楽
史
―
」
（『芸
能
史
研
究
』
第

一
三
八

。
一
三
九

・
一
四
〇
号

平
成
九
年

。
十
年
）、
同
氏

「南
都
爾
宜
衆
演
能
年
表
」
「
芸
能
史
研
究
』

第

一
四
二
号
　
平
成
十
年
七
月
）、
同
氏

「江
戸
初
期
奈
良
能
楽
界
の
動

向
」
「
演
劇
学
論
叢
』
創
刊
号
　
平
成
十
年
十
月
）
に
し
た
が
う
こ
と
と

し
、
本
稿
で
は
省
略
し
た
。

春
日
社
家
の
人
名
は
、
大
東
延
篤
氏

『
新
修
春
日
社
社
司
補
任
記
』

（春
日
宮
本
会
　
昭
和
四
十
七
年
）
に
基
づ
き
、
比
定
し
た
。
年
齢
も
同

様
に
確
認
し
、
初
出
時
に
、
人
名
と
と
も
に
ア
ラ
ビ
ア
数
字
で
示
し
た
。

こ
の
ほ
か
、
石
川
真
弘
氏

「
興
福
寺
関
係
連
歌
年
表
―
紹
巴
時
代
―
」

翁
大
谷
女
子
大
国
文
』
第
十
八
号
　
昭
和
六
十
二
年
二
月
）
や
、
『
春
日
大

―- 42 -―



社
年
表
』
（春
日
大
社
　
平
成
十
五
年
）
な
ど
、
多
く
の
先
行
研
究
よ
り
、

学
恩
を
蒙

っ
た
。

『
春
日
社
司
祐
範
記
』
の
解
読
は
、
春
日
大
社

で
行
わ
れ
て
い
る

「
春
日
社
司
祐
範
記
』
輪
読
会
」
の
成
果
に
拠
る
。
貴
重
な
資
料
の
調

査
閲
覧
に
つ
き
、
春
日
大
社
、
お
よ
び
、
国
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
よ

り
、
格
別
な
ご
配
慮
を
い
た
だ
い
た
。
こ
こ
に
記
し
て
深
謝
申
し
上
げ

Ｚつ
。

興
福
寺
／
寺
務

　
一
乗
院
尊
政

。
権
別
当
　
修
南
院
光
助

春
日
社
三
惣
官
／
神
主
　
中
西
時
盛

・
正
預
　
東
地
井
祐
父

。
若

宮
神
主
　
千
鳥
祐
紀

二
月
四
日
　
一
乗
院
尊
政
３６
、
社
頭
に
て
夢
想
連
歌
興
行
。

二
月
十
八
日
力

（欠
損
）

春
日
社
中
月
次
連
歌
。
頭
役
祐
範
。

七
月
二
日
　
連
歌
興
行
あ
り
。
祐
範
出
座
。

九
月
十
三
日
ヨ
リ
　

一
乗
院
尊
政
准
后
宣
下
の
た
め
千
句
連
歌
興
行
。

第
十
発
句

「
紅
葉
」
祐
範

「山
た
か
み
四
方
の
か
ざ
し
の
紅
葉
哉
」
。

九
月
十
六
日
　
千
句
連
歌
成
就
答
礼
に
、　
一
乗
院
尊
政
の
使
者
中
沼
左

京
元
知
、
祐
範

へ
来
臨
。

十
月
廿
五
日
　
春
日
社
中
月
次
連
歌
。
頭
役
中
西
時
久
２２
ｏ

十

一
月
六
日
　
郡
山
城
主
増
田
長
盛
連
歌
興
行
に
、
祐
範
、
宗
具
、
寿

閑
、
紹
九
、
行
弘
、
郡
山
下
向
。

十
二
月
九
日
　
祐
範
、
中
東
時
広
４２
次
男
を
養
子
と
す
る
。
烏
帽
子
着

あ
り
。
祐
長
７
と
名
付
。

十
二
月
十
日
　
中
東
時
広
に
て
、
子
息
時
昌
１２
元
服
の
振
舞
あ
り
。

日
日

日

日

‐８‐

□

圏

日

開

□

興
福
寺
／
寺
務

　
一
乗
院
尊
政

・
権
別
当
　
修
南
院
光
助

春
日
社
三
惣
官
／
神
主
　
中
西
時
盛

・
正
預
　
東
地
井
祐
範

。
若

宮
神
主
　
千
鳥
祐
紀

正
月
十
三
日
　
大
乗
院
義
尋
よ
り
、
正
月
十
五
日
連
歌
興
行
の
た
め
、

祐
範

へ
発
句
の
命
あ
り
。

正
月
十
四
日
　
大
乗
院
義
尋
、
多
聞
院
を
使
者
と
し
て
、
祐
範
に
正
月

十
五
日
の
発
句
を
催
促
。
発
句
祐
範

「池
の
水
の
底
も
木
ぶ
か
き
柳

哉
」
。
脇
句
大
乗
院
義
尋

「
か
す
む
か
た
へ
は
の
ど
か
な
る
山
」
。

正
月
十
五
日
　
大
乗
院
義
尋
連
歌
興
行
。

正
月
十
六
日
　
一
乗
院
尊
政
に
て
連
歌
あ
り
。
発
句
祐
範

「
下
草
も
う

る
ほ
ひ
出
る
雪
間
哉
」
。
脇
句

一
乗
院
尊
政

「
野
は
は
る
´
ヽ
と
か

す
む
深
水
」
。

正
月
十
八
日
　
春
日
社
中
月
次
連
歌
。
発
句
祐
範

「春
に
あ
ふ
生
さ
き

遠
き
小
松
哉
」
。

正
月
廿
日
　
宗
具
の
月
次
連
歌
会
始
。

正
月
廿
五
日
　
奈
良
代
官
井
上
源
五
、
祈
薦
三
百
韻
連
歌
興
行
。　
一
乗

院
尊
政
、
大
乗
院
義
尋
御
成
。
連
衆
、
松
林
院
実
政
、
覚
情
上
人
玄

桂
、
祐
範
、
町
衆
少
々
。
御
相
伴
に
、
覚
情
上
人
玄
桂
、
祐
範
、
井

上
四
郎
兵
衛
、
井
上
伝
吉

（井
上
源
五
子
息
）。

二
月
廿
五
日
　
春
日
社
中
月
次
連
歌
。
頭
役
中
東
時
広
。
二
月
十
八
日



延
引
分
。

二
月
五
日
　
正
真
院
経
長
１５
に
て
庭
前
花
盛
の
振
舞
あ
り
。
覚
情
上
人

玄
桂
、
中
東
時
広

。
時
昌
、
千
鳥
祐
紀
１９
、
新
薬
師
奥
坊
、
学
順
房
、

祐
範
等
参
会
。

二
月
十
八
日
　
春
日
社
中
月
次
連
歌
。
頭
役
正
真
院
経
長
。

五
月
十
八
日
　
春
日
社
中
月
次
連
歌
。
頭
役
今
西
祐
途
２６
〇
四
月
は
延

副「
。

五
月
廿
二
日
　
一
乗
院
尊
政
月
次
二
百
韻
連
歌
。

五
月
廿
三
日
　
千
鳥
祐
紀
、
父
祐
根
十
三
回
追
善
を
催
す
。
祐
範
、
三

首
歌
を
送
る
。

五
月
廿
五
日
　
井
上
源
五
、
中
坊
に
て
四
百
韻
連
歌
興
行
。　
一
乗
院
尊

政
御
成
。
大
乗
院
義
尋
は
煩
養
生
在
京
の
た
め
御
成
な
し
。
亭
主
井

上
源
五
も
医
療
上
洛
の
た
め
不
在
。
子
息
伝
吉
馳
走
。

五
月
廿
九
日
　
雑
司
弥
七
郎
に
て
後
園
蓮
花
盛
の
振
舞
あ
り
。
祐
範
、

覚
情
上
人
玄
桂
、
中
東
時
広
等
参
会
。
小
鼓
少
右
衛
門
丞
、
大
鼓
久

左
衛
門

一
番
あ
り
。
弥
七
郎
子
息
与

一
郎
の
大
鼓
、
奇
特
。

六
月
五
日
　
北
郷
祢
宜
野
田
久
左
衛
門
の
振
舞
あ
り
。
祐
範
、
中
東
時

広
、
若
宮
右
馬
允

（春
能
）、
弥
七
郎
参
会
。

六
月
十
三
日
　

一
乗
院
尊
政
月
次
。
頭
役
中
沼
左
京
元
知
。

六
月
十
八
日
　
春
日
社
中
月
次
連
歌
。
頭
役
中
西
時
久
。

六
月
廿
五
日
　

一
乗
院
尊
政
月
次
。
頭
役
宝
光
院
禅
舜
一房

盆
（福
寺
五

師
、
祐
範
弟
）。
連
衆
、
覚
情
上
人
玄
桂
、
中
東
時
広
、
千
鳥
祐
紀
、

祐
範
。

七
月
十
八
日
　
春
日
社
中
月
次
連
歌
。
頭
役
新
祐
久
５４
ｏ

八
月
十
八
日
　
春
日
社
中
月
次
連
歌
。
頭
役
向
井
師
隆
３‐
。

九
月
十
二
日
　
若
宮
右
馬
允
に
て
壼
口
切
あ
り
。
中
東
時
広
、
正
真
院

経
長
、
祐
範
参
会
。

九
月
十
八
日
　
春
日
社
中
月
次
連
歌
。
頭
役
西
師
治
３７
ｏ

十
月
二
日
　
一暑
多
院
空
実

（祐
範
の
歌
道
師
匠
）
廿
五
回
追
善
あ
り
。

十
月
十
八
日
　
春
日
社
中
月
次
連
歌
。
頭
役
祐
範
。

十
月
廿
五
日
　
宝
光
院
禅
舜
房
死
去

（五
十
七
歳
）。

十

一
月
十
九
日
　
松
林
院
実
政
連
歌
興
行
。　
一
乗
院
尊
政
御
成
。

十

一
月
廿

一
日
　
一ホ
治
祈
薦
連
歌
興
行
。
発
句
祐
範

「
雪
は
れ
て
山
さ

だ
か
な
る
あ
し
た
哉
」
。

十
二
月
十
九
日
　
東
北
院
に

一
乗
院
尊
政
御
成
、
茶
湯
あ
り
。
御
相
伴

に
、
覚
情
上
人
玄
桂
、
中
沼
左
京
元
知
、
祐
範
。

十
二
月
廿

一
日
　
祐
範
、
十
二
月
十
九
日
答
礼
に
東
北
院

へ
祗
候
。
御

児
様
に
梅
花

。
水
仙
を
進
上
。

日
目
日
目
因
日
日
日
囲
囲
日
Ⅲ
□

興
福
寺
／
寺
務

　
一
乗
院
尊
政

・
権
別
当
　
修
南
院
光
助

春
日
社
三
惣
官
／
神
主
　
中
西
時
盛

・
正
預
　
東
地
井
祐
範

。
若

宮
神
主
　
千
鳥
祐
紀

正
月
十
八
日
　
春
日
社
中
月
次
連
歌
会
始
。
発
句
祐
範

「
山
／
ヽ
に
霞

を
お
ほ
ふ
春
日
哉
」
。

正
月
廿
五
日
　

一
乗
院
尊
政
月
次
連
歌
。

正
月
廿
七
日
　
大
乗
院
義
尋
連
歌
興
行
。
発
句
祐
範

「庭
の
松
か
す
む



は
春
の
太
山
か
な
」
。

正
月
廿
九
日
　
宗
具
月
次
連
歌
。

二
月
二
日
　
宗
具
月
次
連
歌
。
頭
役
祐
範
。
紹
巴
よ
り
肴
下
着
の
た
め

振
舞
あ
り
。
城
戸
衆
、
珍
肴
持
参
。

二
月
十
八
日
　
春
日
社
中
月
次
連
歌
。
頭
役
千
鳥
祐
紀
。

二
月
十
八
日
　
春
日
社
中
月
次
連
歌
。
頭
役
覚
情
上
人
玄
桂
。

二
月
十
四
日
　
東
地
井
祐
長

（十
歳
）
学
問
始
。

四
月
十
九
日
　

一
乗
院
尊
政
月
次
連
歌
。

四
月
廿
六
日
　
松
林
院
実
政
、
初
め
て
歌
会
を
沙
汰
。
人
数
、
覚
情
上

人
玄
桂
、
中
東
時
広

。
時
昌
、
今
西
祐
途
、
千
鳥
祐
紀
、
正
真
院
経

長
、
宗
具
、
祐
範
。
出
題
松
林
院
実
政
、
兼
題
二
首
、
当
座
十
首
。

五
月
十
八
日
　
春
日
社
中
月
次
連
歌
延
引
。

五
月
廿
六
日
　
春
日
社
中
月
次
連
歌
。
五
月
十
八
日
延
引
分
。
頭
役
、

大
東
延
通
２‐
。

五
月
廿
八
日
　

一
乗
院
尊
政
、
六
月

一
日
の
月
次
連
歌
始
の
脇
句
を
祐

範
に
命
ず
。
発
句

一
乗
院
尊
政

「
お
く
ふ
か
き
陰
や
も
ら
で
も
氷
室

山
」
。
脇
句
祐
範

「夏
の
日
と
を
み
し
げ
る
松
杉
」
。

六
月

一
日
　

一
乗
院
尊
政
月
次
連
歌
。

七
月
廿
五
日
　
春
日
社
中
月
次
連
歌
。
頭
役
中
東
時
広
。
執
筆
中
東
時

昌
。
六
月
延
引
分
。

八
月
十
五
日
　

一
乗
院
尊
政
連
歌
興
行
。
発
句

一
乗
院
尊
政

「秋
風
の

月
の
名
そ
ふ
る
雲
ゐ
哉
」
。
脇
句
祐
範

「
い
な
葉
の
つ
ゞ
く
を
ち
こ

ち
の
山
」
。

八
月
十
八
日
　
春
日
社
中
月
次
連
歌
。
頭
役
今
西
祐
途
。

九
月
十
八
日
　
春
日
社
中
月
次
連
歌
。
頭
役
新
時
久
。

十
月
二
日
　
一
乗
院
尊
政
に
て
瓦
崎
喜
介
入
道
宗

一
連
歌
興
行
。
発
句

一
乗
院
尊
政
。

十
月
十
八
日
　
春
日
社
中
月
次
連
歌
。
頭
役
正
真
院
経
長
。

十
月
廿
四
日
　
宝
光
院
禅
舜
房

一
回
追
善
あ
り
。
こ
の
日
、
紹
意
発
起

に
よ
り
、
祐
範
、
源
氏
物
語
講
釈
を
始
め
る
。

十
月
廿
五
日
　
一
乗
院
尊
政
に
て
中
沼
左
京
元
知
夢
想
連
歌
興
行
。

十
月
廿
九
日
　
宗
具
に
て
サ
ツ
マ
ヤ
有
俊
母
の
追
善
連
歌
興
行
。

十

一
月
二
日
　
蓮
成
院
陽
教
房
に

一
乗
院
尊
政
御
成
、
茶
湯
、
連
歌
あ

ス
ｎ
フ
。

十

一
月
十
二
日
　
一
乗
院
尊
政
、
春
日
社
杉
屋
に
て
月
次
連
歌
興
行
。

発
句
千
鳥
祐
紀
。

十

一
月
十
八
日
　
春
日
社
中
月
次
連
歌
延
引
。

閏
十

一
月
十
八
日
　
春
日
社
中
月
次
連
歌
延
引
。

閏
十

一
月
十
九
日
　
一暑
多
院
空
慶
に
、
覚
情
上
人
玄
桂
、
中
東
時
広
、

千
鳥
祐
紀
、
正
真
院
経
長
、
成
林
坊
、
祐
範
祗
候
。
連
歌

一
折
あ
り
。

発
句
祐
範

「間
人
の
後
さ
へ
ふ
か
し
雪
の
庵
」
。

閏
十

一
月
廿
五
日
　
春
日
社
中
月
次
連
歌
。
頭
役
向
井
師
隆
。

日
日
目
目
困
日
日
□
田
円
因
田
□

興
福
寺
／
寺
務

　
一
乗
院
尊
政

・
権
別
当
　
修
南
院
光
助

春
日
社
三
惣
官
／
神
主
　
中
西
時
盛

・
正
預
　
東
地
井
祐
範

。
若

宮
神
主
　
千
鳥
祐
紀



正
月
十
八
日
　
春
日
社
中
月
次
連
歌
。
頭
役
祐
範
。
発
句
祐
範

「
草

´
ヽ
の
花
の
種
み
る
わ
か
葉
哉
」
。
神
人
治
部
永
世
出
座
。

正
月
廿
五
日
　
宗
具
月
次
連
歌
。

正
月
廿
六
日
　
一
乗
院
尊
政
月
次
連
歌
。

正
月
晦
日
　
常
如
院
香
賢
房
月
次
連
歌
興
行
。　
一
乗
院
尊
政
御
成
。

二
月
十
八
日
　
春
日
社
中
月
次
連
歌
。
頭
役
西
師
治
。

二
月
廿
五
日
　
宗
具
に
て
菅
丞
相
七
百
年
忌
の

一
会
あ
り
。
祐
範
は
出

座
せ
ず
。

二
月
十
八
日
　
春
日
社
中
月
次
連
歌
。
頭
役
千
鳥
祐
紀
。

二
月
十
九
日
　
一
乗
院
尊
政
に
て
、
紹
意
発
起
に
よ
り
連
歌
興
行
。
発

句

一
乗
院
尊
政
。

二
月
廿
五
日
　
千
鳥
祐
紀
連
歌
興
行
。
発
句
祐
範
。
宗
治
よ
り
鯉
等
到

来
。

四
月
十
八
日
　
春
日
社
中
月
次
連
歌
。
頭
役
覚
情
上
人
玄
桂
。

四
月
十
九
日
　
祐
範
、
内
膳
月
次
に
発
句
を
遣
る
。
発
句
祐
範

「露
け

さ
は
虫
も
鳴
い
で
ん
夏
野
哉
」
。
巻
頭

一
乗
院
尊
政
。

五
月
十
三
日
　
雑
司
弥
七
郎
子
息
与
七
郎
、
文
台
新
調
開
の

一
会
興
行
。

発
句
祐
範

「夏
草
に
お
も
ふ
こ
ゝ
ろ
の
花
野
哉
」
。

五
月
十
六
日
　
興
福
寺
新
五
師
の
窪
転
経
院
延
塞
房
へ
、　
一
乗
院
尊
政

御
成
。
金
春
父
子
芸
能
あ
り
。

五
月
十
八
日
　
春
日
社
中
月
次
連
歌
。
頭
役
大
東
延
通
。

六
月
十
八
日
　
春
日
社
中
月
次
連
歌
。
頭
役
中
東
時
広
。

七
月
十
八
日
　
春
日
社
中
月
次
連
歌
。
頭
役
今
西
祐
途
。

七
月
廿
二
日
　
宗
具
に
て
月
次
衆
、
紹
巴
追
善
連
歌
興
行
。
発
句
祐
範

「
う
づ
も
れ
ぬ
流
れ
す
ゞ
し
き
苔
地
哉
」
。
紹
巴
は
四
月
十
二
日
、
中

風
再
発
の
た
め
七
十
九
歳
で
逝
去
。

七
月
廿
六
日
　
お
か
や
甚
介
入
道
宗
叔
連
歌
興
行
。
発
句
祐
範

「咲

つ

く
も
む
べ
な
る
花
の
千
種
哉
」
。
連
衆
、
松
林
院
実
政
、
覚
情
上
人

玄
桂
等
。
執
筆
彦
六

（宗
叔
子
息
）。

八
月
二
日
　
祐
範
、
覚
情
上
人
玄
桂
、
千
鳥
祐
紀
、
金
勝
院
に
て
明
恵

上
人
御
筆

一
軸
等
を
拝
見
。

八
月
十
五
日
　
覚
情
上
人
玄
桂
に
て
、
明
恵
上
人
御
筆
跡
等
を
拝
見
。

八
月
十
八
日
　
春
日
社
中
月
次
連
歌
。
頭
役
新
時
久
。

八
月
廿
五
日
　
一不
具
月
次
連
歌
。
頭
役
宗
叔
。

九
月
十
八
日
　
春
日
社
中
月
次
連
歌
。
頭
役
正
真
院
経
長
。

九
月
十
九
日
　
一二
十
八
所
参
籠
衆
の
所
望
で
、
祐
範
、
中
臣
祓
講
釈
。

九
月
廿
三
日
　
妙
徳
院
に
て
尭
恩
房
連
歌
興
行
。　
一
乗
院
尊
政
御
成
。

九
月
廿
六
日
　
蓮
成
院
陽
教
房
に

一
乗
院
尊
政
御
成
。
茶
湯
、
風
呂
あ

り
。
金
剛
大
夫

（弥

こ

祗
候
、
音
楽
あ
り
。

十
月
五
日
　
若
宮
右
馬
允
に
て
壺
口
切
あ
り
。
覚
情
上
人
玄
桂
、
宗
具
、

祐
範
参
会
。

十
月
十
八
日
　
春
日
社
中
月
次
連
歌
。
頭
役
向
井
師
隆
。

十
月
廿
三
日
　
宝
光
院
禅
舜
房
三
回
追
善
あ
り
。

十
月
廿
四
日
　
宗
具
に
て
宝
光
院
禅
舜
房
追
善
連
歌
興
行
。
発
句
祐
範

「
お
し
ま
れ
し
か
た
枝
ま
づ
ち
る
紅
葉
哉
」
。

十

一
月
十
六
日
　
春
日
社
中
月
次
連
歌
。
発
句
祐
範

「降
ほ
ど
は
た
ま



ら
ぬ
雪
の
冬
木
哉
」
。
十

一
月
十
八
日
に
辰
市
祐
員
１２
拝
賀
の
た
め

繰
上
。

十

一
月
十
九
日
廿
日
　
安
統
所
望
に
よ
り
、
祐
範
、
百
人

一
首
講
釈
。

十
二
月
十
日
　
中
東
時
広
に
て
、
日
切
あ
り
。
覚
情
上
人
玄
桂
、
千
鳥

祐
紀
、
大
東
延
通
、
正
真
院
経
長
、
祐
範
参
会
。

興
福
寺
／
寺
務
　
一
乗
院
尊
政

・
権
別
当
　
修
南
院
光
助

春
日
社
三
惣
官
／
神
主
　
中
西
時
盛

。
正
預
　
東
地
井
祐
範

。
若

宮
神
主
　
千
鳥
祐
紀

正
月
十
八
日
　
春
日
社
中
月
次
連
歌
始
。
発
句
祐
範

「
さ
く
や
こ
の
花

の
香
よ
り
の
時
津
風
」
。

正
月
廿
五
日
　

一
乗
院
尊
政
連
歌
興
行
。
奈
良
代
官
大
久
保
十
兵
衛
長

安
祈
蒔
の
た
め
。
発
句

一
乗
院
尊
政

「春
の
日
の
ひ
か
り
そ
ひ
け
り

朝
霞
」
。
脇
句
祐
範

「
い
く
千
里
ま
で
鴬
の
こ
ゑ
」
。

正
月
廿
八
日
　
一暑
多
院
空
慶
に
て
茶
湯
あ
り
。
覚
情
上
人
玄
桂
、
正
真

院
経
長
、
祐
範
、
祢
宜
久
左
衛
門
祗
候
。
連
歌

一
折
あ
り
。
発
句
祐

範

「梅
が

ゝ
に
お
も
ふ
は
も
と
の
垣
ね
哉
」
。
脇
句
喜
多
院
空
慶

「春
ご
と
に
し
も
き
な
く
鴬
」
。

二
月
廿
五
日
　
春
日
社
中
月
次
連
歌
。
頭
役
千
鳥
祐
紀
。
二
月
十
八
日

延
引
分
。

二
月
廿
七
日
　
紹
意
連
歌
興
行
。
祐
範

一
筆
源
氏
物
語
書
写
成
就
の
た

め
。
発
句
祐
範

「
か
く
跡
や
な
を
塵
ひ
ぢ
の
花
の
庭
」
。

二
月
廿
八
日
　
千
鳥
祐
紀
に
て
庭
前
花
見
の
振
舞
あ
り
。
覚
情
上
人
玄

桂
、
祐
範
ほ
か
五
、
六
人
参
会
。

二
月
十
八
日
　
春
日
社
中
月
次
連
歌
。
頭
役
覚
情
上
人
玄
桂
。

二
月
廿
二
日
　
祐
範
に
て
庭
前
牡
丹
花
見
あ
り
。
今
西
祐
途
、
富
田
延

実
、
千
鳥
祐
紀
、
神
人
治
部
永
世
参
会
。

二
月
廿
三
日
　
松
林
院
実
政
連
歌
興
行
。
祐
範
、
町
衆
十
人
余
祗
候
。

四
月
十

一
日
　
祐
範
に
て
庭
前
芍
薬
盛
の
振
舞
あ
り
。
富
田
延
実
、
今

西
祐
途
、
千
鳥
祐
紀
、
正
真
院
経
長
参
会
。

四
月
十
八
日
　
春
日
社
中
月
次
連
歌
。
頭
役
大
東
延
通
。

四
月
廿
五
日
　

一
乗
院
尊
政
当
座
二
十
首
歌
会
。
祐
範
二
首
詠
。

五
月
十
八
日
　
祐
範
連
歌

一
折
興
行
。
春
日
社
中
月
次
連
歌
は
延
引
。

五
月
廿
五
日
　

一
乗
院
尊
政
歌
会
、
懐
紙

一
首

（題

「雨
中
早
苗
し
、

当
座
廿
首
あ
り
。
覚
情
上
人
玄
桂
、
千
鳥
祐
紀
、
大
東
延
通
、
祐
範

祗
候
。

六
月

一
日
　

一
乗
院
尊
政
月
次
百
韻
連
歌
初
会
。

六
月
十
六
日
　
雑
司
弥
七
郎
に
て
蓮
花
盛
の
振
舞
あ
り
。
覚
情
上
人
玄

桂
、
祐
範
参
会
。

六
月
十
七
日
　
一
乗
院
尊
政
月
次
連
歌
。
頭
役
松
林
院
実
政
。

六
月
十
八
日
　
祐
範
、
四
十
四
句
連
歌
を
沙
汰
。
発
句
覚
情
上
人
玄
桂
。

連
衆
、
祐
範
、
今
西
祐
途
、
大
東
延
通
、
千
鳥
祐
紀
、
正
真
院
経
長
、

奥
家
綱
。
執
筆
春
勝

（東
地
井
祐
長
の
幼
名
）。

六
月
廿

一
日
　

一
乗
院
尊
政
月
次
連
歌
。
頭
役
尭
恩
房
。
覚
情
上
人
玄

桂
、
千
鳥
祐
紀
、
大
東
延
通
、
祐
範
祗
候
。

六
月
廿
五
日
　

一
乗
院
尊
政
歌
会
。
懐
紙
二
首
、
当
座
廿
首
。
祐
範
、



当
座
二
首
詠
。

六
月
廿
九
日
　
祐
範
に
て
称
名
寺
夢
想
連
歌
興
行
。
宗
治
出
座
。

七
月
十
九
日
　
一ホ
淑
妻
追
善
三
吟
あ
り
。
連
衆
、
覚
情
上
人
玄
桂
、
宗

具
、
祐
範
。

七
月
廿
八
日
　
一
乗
院
尊
政
歌
会
、
懐
紙
二
首
、
当
座
廿
首
あ
り
。
頭

役
称
名
寺
。

八
月
五
日
　

一
乗
院
尊
政
、
新
造
開
連
歌
興
行
。
発
句

一
乗
院
尊
政

「
を
く
露
も
色
な
る
草
の
垣
ほ
哉
」
。
脇
句
祐
範

「虫
の
ね
み
だ
れ
月

に
な
る
庭
」
。
連
衆
、
松
林
院
実
政
、
覚
情
上
人
玄
桂
、
千
鳥
祐
紀
、

宗
具
、
永
春
、
中
沼
左
京
元
知
。

八
月
廿
五
日
　
一
乗
院
尊
政
歌
会
、
懐
紙
二
首
、
当
座
廿
首
あ
り
。
頭

役
祐
範
。

九
月
十
八
日
　
春
日
社
中
月
次
連
歌
。
頭
役
今
西
祐
途
。
松
林
院
実
政

出
座
。

九
月
廿
五
日
　
一
乗
院
尊
政
歌
会
。
頭
役
千
鳥
祐
紀
。

十
月
六
日
～
十
日
　
各
々
所
望
に
よ
り
、
祐
範
、
伊
勢
物
語
講
釈
。

十
月
七
日
　

一
野
院

へ
紅
葉
見
物
。
祐
範
、
宗
具
、
有
俊
、
永
春
、
宗

治
、
玄
左
、
宗
叔
参
会
。

十
月
十
六
日
　
一ホ
治
夢
想
連
歌
興
行
に
祐
範
出
座
。

十
月
廿
五
日
　
蓮
成
院
陽
教
房
新
坊
を
建
立

（号
延
寿
院
）
の
た
め

一

乗
院
尊
政
御
成
、
歌
会
あ
り
。
懐
紙

（題

「庭
松
契
久
し
、
当
座
廿

首
。
人
数
、
松
林
院
実
政
、
常
如
院
香
賢
房
、
発
恩
房
、
祐
範
、
中

東
時
広
、
千
鳥
祐
紀
、
大
東
延
通
、
中
東
時
昌
、
覚
情
上
人
玄
桂
、

称
名
寺
、　
一
乗
院
門
跡
御
内
衆
等
廿
人
。
読
上
役
千
鳥
祐
紀
。

十

一
月
八
日
　
覚
情
上
人
玄
桂
、
晩
飯
振
舞
あ
り
。
今
西
祐
途
、
正
真

院
経
長
、
千
鳥
祐
紀
、
祐
範
参
会
。
茶
あ
り
。
同
日
夜
半
、
妙
徳
院

死
去
。

十

一
月
十
六
日
　
春
勝

（東
地
井
祐
長
、
十
二
歳
）
元
服
。

十
二
月
四
日
　
雑
司
弥
七
郎
に
て
座
敷
開
の
茶
湯
あ
り
。
中
東
時
広
、

千
鳥
祐
紀
、
今
西
祐
途
、
祐
範
、
覚
情
上
人
玄
桂
参
会
。

十
二
月
十
四
日
　
雑
司
弥
左
衛
門
に
て
座
敷
開
の
茶
湯
あ
り
。
千
鳥
祐

紀
、
今
西
祐
途
、
祐
範
、
覚
情
上
人
玄
桂
参
会
。

十
二
月
十
六
日
　
新
薬
師
奥
坊
に
て
回
切
茶

一
服
あ
り
。
覚
情
上
人
玄

桂
、
千
鳥
祐
紀
、
北
坊
、
祐
範
参
会
。

十
二
月
十
八
日
　
成
林
坊
に
て
東
林
院
僧
正
追
善
連
歌
興
行
。

十
二
月
十
九
日
　
北
郷
祢
宜
野
田
久
左
衛
門
に
て
茶
湯
あ
り
。

十
二
月
廿
四
日
　
大
東
延
通
子
息

（延
貞
、
三
歳
）
烏
帽
子
着
あ
り
。

十
二
月
廿
六
日
　
金
剛
、
子
息
金
太
郎
烏
帽
子
着
に
つ
き
来
臨
。
祖
父

加
右
衛
門
も
同
道
。　
一
曲
舞
あ
り
。

日
Π
日
目
困
円
―
東
‐
田
田
円
因
日
□

興
福
寺
／
寺
務

　
一
乗
院
尊
政

。
権
別
当
　
修
南
院
光
助

春
日
社
三
惣
官
／
神
主
　
中
西
時
盛

・
正
預
　
東
地
井
祐
範

。
若

宮
神
主
　
千
鳥
祐
紀

正
月
十
八
日
　
春
日
社
中
月
次
連
歌
。
発
句
祐
範

「乱
て
も
風
の
音
な

き
柳
哉
」
。
松
林
院
実
政
出
座
。

正
月
廿
五
日
　
一
乗
院
尊
政
月
次
歌
会
。
頭
役
大
東
延
通
。
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二
月
十
八
日
　
春
日
社
中
月
次
連
歌
。
頭
役
大
東
延
通
。

二
月
廿
五
日
　
一
乗
院
尊
政
歌
会
、
懐
紙
二
首
、
当
座
廿
首
あ
り
。

二
月
廿
六
日
　

一
乗
院
尊
政
連
歌
興
行
。

二
月
十

一
日
　
千
鳥
祐
紀
に
て
花
見
酒
宴
あ
り
。
当
所

（祐
範
）
衆
、

中
時
家

。
時
重
１９
父
子
、
大
東
延
通
参
会
。

二
月
十
六
日
十
七
日
　
菩
提
山
に
て
覚
情
上
人
玄
桂
濯
頂
執
行
。

二
月
廿
八
日
　
松
林
院
実
政
よ
り
春
日
社
中
月
次
衆
に
振
舞
あ
り
。
連

歌

一
会
あ
り
。
発
句
松
林
院
実
政
。

四
月
十
四
日
　
各
々
夏
中
の
稽
古
所
望
に
よ
り
、
祐
範
、
連
歌
興
行
。

四
月
十
八
日
　
正
真
院
家
棟
上
の
た
め
、
春
日
社
中
月
次
連
歌
延
引
。

四
月
廿
五
日
　
一
乗
院
尊
政
歌
会
。
頭
役
中
東
時
昌
。

四
月
廿
九
日
　
一
乗
院
尊
政
二
百
韻
連
歌
興
行
。
第

一
百
韻
発
句

一
乗

院
尊
政

「茂
り
そ
ひ
て
猶
枝
た
る
ゝ
柳
哉
」
。
第
二
百
韻
発
句
祐
範

「郭
公
こ
ゑ
め
で
た
な
る
雲
ゐ
哉
」
。
禁
中
千
句
興
行
成
就
、　
一
乗
院

尊
政
発
句
の
た
め
。

五
月
廿
日
　
一
乗
院
尊
政
月
次
連
歌
。

五
月
廿
三
日
　
千
鳥
祐
紀
、
父
祐
根
十
七
回
作
善
を
沙
汰
。

五
月
廿
五
日
　
一
乗
院
尊
政
歌
会
。
頭
役
奥
家
綱
。

六
月
十
四
日
　
祐
範
に
て
神
人
市
介
連
歌
興
行
。
祈
薦
立
願
の
た
め
。

六
月
十
八
日
　
春
日
社
中
月
次
連
歌
。
頭
役
中
東
時
昌
。

六
月
廿
六
日
　
中
殿
に
て
祐
範
独
吟
百
韻
連
歌
を
沙
汰
。
檀
那
衆
祈
薦

の
た
め
。
発
句
祐
範

「
さ
ゞ
れ
石
岩
ほ
に
す
ゞ
し
庭
の
杜
」
。

六
月
廿
八
日
　
雑
司
与
七
郎
に
て
蓮
花
盛
の
連
歌

一
会
興
行
。
発
句
祐

範

「
水
き
よ
み
底
さ
へ
花
の
蓮
哉
」
。

七
月
十
二
日
　
松
林
院
実
政
に

一
乗
院
尊
政
御
成
、
連
歌
興
行
。

七
月
十
四
日
　
祐
範
に
て
夕
飯
振
舞
あ
り
。
覚
情
上
人
玄
桂
、
中
東
時

広
参
会
。
晩
、
千
鳥
祐
紀
の
鞠
見
物
。
鞠
場
に
て
酒
宴
あ
り
。

七
月
十
五
日
　
今
西
祐
途
に
て
晩
飯
振
舞
あ
り
。
覚
情
上
人
玄
桂
、
祐

範
参
会
。
鞠
見
物
あ
り
。
鞠
場
に
て
酒
宴
あ
り
。

七
月
十
八
日
　
春
日
社
中
月
次
連
歌
。
頭
役
祐
範
。
発
句
祐
範

「鹿
の

ね
を
わ
が
山
も
と
の
夕
哉
」
。

八
月
十
八
日
　
春
日
社
中
月
次
連
歌
。
頭
役
奥
家
綱
。

八
月
廿
三
日
　
神
主
中
西
時
盛

（五
十
六
歳
、
※

『新
修
春
日
社
社
司
補

任
記
』
で
は
六
十
三
歳
）
死
去
。

八
月
廿
七
日
　
宗
具
月
次
連
歌
始
。

八
月
廿
九
日
　
大
乗
院
に
て
相
山
善
七
連
歌
興
行
。
発
句
祐
範

「荻

す
ゝ
き
野
山
は
あ
さ
き
瑚
哉
」
。

八
月
晦
日
　
八
月
廿
九
日
答
礼
に
、
相
山
善
七
、
祐
範

へ
来
臨
。
故
中

西
時
盛
の
後
任
に
、
中
東
時
広
を
神
主
と
す
る
長
者
宣
下
着
。

関
八
月
十
二
日
　
をホ
叔
月
次
連
歌
。

聞
八
月
十
八
日
　
春
日
社
中
月
次
連
歌
延
引
。
覚
情
上
人
玄
桂
所
用
の

た
め
。

間
八
月
十
九
日
　
景
次
連
歌
興
行
。
発
句
祐
範
。
善
春
出
座
。

問
八
月
廿
三
日
　
松
林
院
実
政
連
歌
興
行
。
大
乗
院
御
内
衆

へ
振
舞
の

た
め
。

閏
八
月
廿
五
日
　
春
日
社
中
月
次
連
歌
。
頭
役
千
鳥
祐
紀
。
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九
月
十
二
日
　
春
日
社
中
月
次
連
歌
。
頭
役
覚
情
上
人
玄
桂
。
閏
八
月

十
八
日
延
引
分
。

九
月
十
三
日
　
一
乗
院
尊
政
二
百
韻
連
歌
興
行
。
第

一
百
韻
発
句

一
乗

院
尊
政

「月
こ
よ
ひ
み
ち
ぬ
も
み

つ
る
光
哉
」
。
第
二
百
韻
発
句
祐

範

「
深
山
さ

へ
道
く
ら
か
ら
ぬ
紅
葉
哉
」
。
禁
中
和
漢
千
句
に

一
乗

院
尊
政
参
会
と
聞
く
。

九
月
十
八
日
　
春
日
社
中
月
次
連
歌
。
頭
役
今
西
祐
途
。

九
月
廿
日
　
若
宮
右
馬
允
に
て
茶
湯
あ
り
。
覚
情
上
人
、
今
西
祐
途
、

祐
範
参
会
。

九
月
廿

一
日
　
金
春
座
小
鼓
役
者
の
幸
五
郎
次
郎
正
能
、
百
余
首
添
削

を
祐
範
に
依
頼
。

十
月
十
四
日
　
蓮
成
院
陽
教
房
に

一
乗
院
尊
政
御
成
、
連
歌
興
行
。

十
月
十
五
日
　
正
真
院
経
長
の
父
経
晴
十
三
回
法
華
同
音
あ
り
。
祐
範

三
首
詠
歌
を
廻
向
。
正
忌
日
は
十
二
月
廿
九
日
。

十
月
十
八
日
　
春
日
社
中
月
次
連
歌
。
頭
役
正
真
院
経
長
。

十
月
廿
九
日
　
祐
範
、
月
次
連
歌
を
沙
汰
。
連
衆
、
覚
情
上
人
玄
桂
、

宗
具
、
永
春
、
宗
治
、
玄
左
、
宗
叔
。
執
筆
彦
六
。

十

一
月
十
四
日
　
千
鳥
祐
紀
子
息
藤
徳
殿

（祐
栄
、
三
歳
）
烏
帽
子
着
。

惣
社
振
舞
に
祢
宜
衆
十
五
、
六
人
。
芸
能
五
番

・
狂
言
あ
り
。

日
日

目

日

回

目

□
囲

岡

園

固

□

興
福
寺
／
寺
務

　
一
乗
院
尊
政

・
権
別
当
　
修
南
院
光
助

春
日
社
三
惣
官
／
神
主
　
中
東
時
広

・
正
預
　
東
地
井
祐
範

。
若

宮
神
主
　
千
鳥
祐
紀

正
月
十
八
日
　
祐
範
、
春
日
社
中
月
次
連
歌
始
を
沙
汰
。

二
月
十
二
日
十
四
日
　
幸
五
郎
次
郎
正
能
子
息
清
五
郎
、
祐
範

へ
来
臨
。

二
月
十
八
日
　
春
日
社
中
月
次
連
歌
。
頭
役
東
地
井
祐
長
。

二
月
廿
日
　
水ヽ
春
に
て
月
次
連
歌
。
大
鳥
居
花
下
に
て
酒
宴
あ
り
。

二
月
十
八
日
　
春
日
社
中
月
次
連
歌
。
頭
役
大
東
延
通
。

二
月
廿
八
日
　
中
東
時
広
、
息
女

（十
歳
）
宮
中
出
仕
の
た
め
上
洛
。

四
月
七
日
　
大
東
延
通
月
次
連
歌
開
聞
。
発
句
祐
範
。

四
月
十
八
日
　
春
日
社
中
月
次
連
歌
延
引
。
祐
範
母
煩
の
た
め
。

五
月
二
日
　
守
顕
所
望
に
よ
り
、
祐
範
、
伊
勢
物
語
講
釈
。

五
月
十

一
日
　
伊
勢
物
語
講
釈
成
就
。

五
月
十
八
日
　
春
日
社
中
月
次
連
歌
。
頭
役
中
東
時
広
。
蓮
成
院
陽
教

一房
、
祐
範
母
見
舞
に
来
臨
。
連
歌
の
次
、
夕
飯
相
伴
。

六
月
二
日
　
幸
五
郎
次
郎
正
能
、
二
月
十
八
日
夜
、
夢
想
和
歌

一
首

「
八
千
代

へ
て
か
は
ら
ぬ
色
を
頼
に
は
む
か
し
の
女
日
々
に
し
ら

る
ゝ
」
を
得
、
祐
範
に
て

一
会
興
行
を
頼
む
。

六
月
十
二
日
　
祐
範
に
て
幸
五
郎
次
郎
正
能
夢
想
連
歌
興
行
。
連
衆
、

社
中
祢
宜
衆
、
覚
情
上
人
玄
桂
。

六
月
十
六
日
　
一ホ
治
月
次
連
歌
。

六
月
十
八
日
　
春
日
社
中
月
次
連
歌
。
頭
役
今
西
祐
途
。

九
月
十
八
日
　
春
日
社
中
月
次
連
歌
。
頭
役
向
井
師
隆
。

九
月
十
六
日
　
禁
中
千
首
興
行
。
人
数
三
十
五
人
。　
一
乗
院
尊
政
四
十

首
詠
。
今
慶
長
千
首
し

十
月
十
八
日
　
春
日
社
中
月
次
連
歌
。
頭
役
正
真
院
経
長
。
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十
月
廿
三
日
　
蓮
成
院
陽
教
房
に
て
振
舞
あ
り
。
覚
情
上
人
玄
桂
、
千

鳥
祐
紀
、
中
東
時
広
、
今
西
祐
途
、
祐
範
参
会
。
茶
湯
あ
り
。
道
具

拝
見
。

十
月
廿
五
日
　
妙
徳
院
に
て
夢
想
連
歌
興
行
。　
一
乗
院
尊
政
御
成
。

十

一
月
二
日
　
若
宮
右
馬
允
に
て
茶
湯
あ
り
。
今
西
祐
途
、
成
林
坊
、

祐
範
参
会
。

十

一
月
九
日
　
一
乗
院
尊
政
連
歌
。

十

一
月
十
八
日
　
春
日
社
中
月
次
連
歌
。
頭
役
祐
範
。

十
二
月
九
日
　
一
乗
院
尊
政
月
次
連
歌
。
発
句
祐
範

「水
鳥
や
夜
が
れ

し
池
の
朝
水
」。

十
二
月
十
八
日
　
春
日
社
中
月
次
連
歌
。
頭
役
千
鳥
祐
紀
。

興
福
寺
／
寺
務

　
一
乗
院
尊
政

。
権
別
当
　
修
南
院
光
助

春
日
社
三
惣
官
／
神
主
　
中
東
時
広

。
正
預
　
東
地
井
祐
範

。
若

宮
神
主
　
千
鳥
祐
紀

正
月
九
日
　

一
乗
院
尊
政
月
次
。
祐
範
、
煩
の
た
め
祗
候
せ
ず
。

正
月
十
八
日
　
祐
範
、
春
日
社
中
月
次
連
歌
沙
汰
。
新
祐
為
２５
出
座
。

二
月
十
八
日
　
春
日
社
中
月
次
連
歌
、
二
月
廿
五
日
に
延
引
。

二
月
十
九
日
　
一
乗
院
尊
政
月
次
。

二
月
廿
五
日
　
春
日
社
中
月
次
連
歌
。
頭
役
覚
情
上
人
玄
桂
。

二
月
十
八
日
　
春
日
社
中
月
次
連
歌
。
頭
役
千
鳥
祐
紀
。

二
月
廿

一
日
　
水ヽ
春
月
次
連
歌
。

二
月
廿
二
日
　
祐
範
に
て
牡
丹
花
盛
の

一
会
あ
り
。
連
衆
、
千
鳥
祐
紀
、

成
林
坊
、
若
宮
右
馬
允
、
野
田
久
左
衛
門
、
野
田
左
近
、
野
田
孫
左

衛
門
。

四
月
十
日
　
玄
左
連
歌
興
行
。
発
句
祐
範
。

四
月
十
八
日
　
春
日
社
中
月
次
連
歌
。
頭
役
中
東
時
広
。

四
月
廿
九
日
　
玄
左
月
次
連
歌
。
成
林
坊
後
園
の
芍
薬
を
見
物
。

五
月
十
二
日
　
正
桂
月
次
連
歌
。

五
月
十
八
日
　
春
日
社
中
月
次
連
歌
。
頭
役
大
東
延
通
。

六
月

一
日
　
一
乗
院
尊
政
月
次
開
闘
。

六
月
九
日
　
建
仁
寺
両
足
院
梅
仙
和
尚

（梅
仙
東
適
）、
南
都
下
向
。
覚

情
上
人
、
祐
範
、
御
宿
北
橋
を
訪
ね
る
。

六
月
十
二
日
　
建
仁
寺
両
足
院
梅
仙
和
尚
、　
一
乗
院
尊
政
に
題
を
請
う
。

御
相
伴
、
覚
情
上
人
玄
桂
、
乗
西
堂
、
宗
具
、
伝
吉
、
新
七
、
祐
範

祗
候
。
御
前
に
て
、
梅
仙
詩

一
首
、
乗
西
堂
詩

一
首
、
伝
吉

一
首
あ

り
。　
一
乗
院
尊
政
御
詠
、
各
々
和
歌
詠
。
宗
具
詠
上
。

六
月
十
四
日
　
成
林
坊
に
て
建
仁
寺
両
足
院
梅
仙
和
尚
の
た
め
振
舞
、

酒
宴
あ
り
。

六
月
十
五
日
　
を不
治
、
所
労
本
服
祝
連
歌
興
行
。
発
句
祐
範

「
む
す
苔

や
花
さ
く
さ
ゞ
れ
石
の
竹
」
。

六
月
十
六
日
　
一ホ
治
、
六
月
十
五
日
答
礼
に
、
祐
範

へ
来
臨
。

六
月
十
八
日
　
春
日
社
中
月
次
連
歌
。
頭
役
正
真
院
経
長
。

七
月
十
八
日
　
春
日
社
中
月
次
連
歌
。
頭
役
奥
家
綱
。

七
月
廿
五
日
　
を不
治
月
次
連
歌
。

八
月
十
八
日
　
春
日
社
中
月
次
連
歌
。
頭
役
中
東
時
広
。



八
月
廿
七
日
　
松
林
院
実
政
、
父
明
融
廿
五
回
追
善
当
座
和
歌

・
連
歌

興
行
。
出
題
冷
泉
為
満
筆
。
巻
頭

一
乗
院
尊
政
。
巻
軸
冷
泉
為
満
。

山
科
言
経
、
四
条
隆
昌
の
詠
あ
り
。

八
月
廿
八
日
　
持
明
院
中
納
言
基
孝

（八
十
七
歳
）
参
社
。
祐
範
、
勅

筆
短
冊
二
枚
を
拝
領
。
和
歌
の
雑
談
あ
り
、
数
十
首
披
講
聴
聞
。

九
月
十
八
日
　
春
日
社
中
月
次
連
歌
延
引
。
頭
役
向
井
師
隆
所
労
の
た

め
。

九
月
廿
二
日
　
成
林
坊
月
次
連
歌
。

九
月
廿
五
日
　
大
乗
院
月
次
連
歌
。
発
句
御
児
様

（大
乗
院
信
尊
）。

十
月
八
日
　
一
乗
院
尊
政
、
春
日
社
中
衆
に
学
問
精
進
を
命
ず
。
祐
範
、

中
沼
左
京
元
知
と
内
談
、
祓

。
日
本
紀
読
習
を
決
め
る
。

十
月
十
八
日
　
春
日
社
中
月
次
連
歌
延
引
。

十
月
廿
五
日
　
正
順
に
て
宗
杜
廿
五
年
忌
追
善
連
歌
興
行
。
発
句
祐
範

「世
に
ふ
る
や
忘
が
た
見
の
夕
時
雨
」
。

十

一
月
二
日
　
向
井
師
隆
死
去

（三
十
七
歳
）。

園
日

園

日

国

日

―
童
‐
□

囲

円

口

園

興
福
寺
／
寺
務
　
一
乗
院
尊
政

。
権
別
当
　
修
南
院
光
助

春
日
社
三
惣
官
／
神
主
　
中
東
時
広

・
正
預
　
東
地
井
祐
範

。
若

宮
神
主
　
千
鳥
祐
紀

二
月
十
六
日
　
今
西
祐
途
死
去

（三
十
七
歳
）。

二
月
五
日
　
松
林
院
実
政
に

一
乗
院
尊
政
御
成
、
連
歌
興
行
。

五
月
廿
七
日
　

一
乗
院
尊
政
、
春
日
社
杉
屋

へ
御
成
。
中
臣
祓
講
釈
、

東
地
井
祐
長

・
中
東
時
昌

・
千
鳥
祐
紀

。
大
東
延
通

。
正
真
院
経

長

・
奥
家
綱
、
抄
物
を
読
む
。

六
月

一
日
　

一
乗
院
尊
政
月
次
連
歌
。

八
月
十
五
日
　
一
乗
院
尊
政
連
歌
興
行
。

十
月
二
日
　
一ホ
治
連
歌
興
行
。
里
村
玄
仲
、
南
都
下
向
、
祐
範

へ
来
臨
。

十
月
五
日
　
里
村
玄
仲
の
た
め
、　
一
乗
院
尊
政
連
歌
興
行
。

十
月
六
日
　
玄
左
連
歌
興
行
。

十
月
八
日
　
龍
雲
院
連
歌
興
行
。
初
め
て

一
乗
院
尊
政
御
成
。
発
句

一

乗
院
尊
政
。

十
月
十
日
　
正
桂
連
歌
興
行
。
発
句
祐
範
。

十
月
十

一
日
　
里
村
玄
仲
、
春
日
社
の
旬
参

・
御
神
供
備
進
を
拝
見
。

十
月
十
二
日
　
一ホ
叔
連
歌
興
行
。

十
月
十
三
日
　
里
村
玄
仲
帰
京
。

十

一
月
五
日
　
中
東
時
広
に

一
乗
院
尊
政
御
成
、
連
歌
興
行
。
発
句

一

乗
院
尊
政

「吹
や
い
か
に
深
雪
の
し
た
の
松
の
風
」
。
連
衆
十
二
人
、

春
日
社
中
衆
、
覚
情
上
人
玄
桂
、
中
沼
左
京
元
知
、
貞
次
。

十

一
月
十
日
　

一
乗
院
尊
政
に
て
茶
湯
あ
り
。
喜
多
院
空
慶
、
覚
情
上

人
玄
桂
、
中
東
時
広
、
祐
範
、
清
浄
院
、
金
勝
院
等
祗
候
。

十

一
月
十
三
日
　
正
真
院
経
長
子
息
烏
帽
子
着

（経
忠
、
三
歳
）。

十

一
月
十
六
日
　
大
乗
院
信
尊

（十
五
歳
、
鷹
司
信
房
息
）
得
度
祝
あ
り
。

一
乗
院
尊
政
御
成
。
庭
上
舞
台
に
て
能
あ
り
。
大
夫
、
野
田
祢
宜
二

蔵
。　
一
座
は
す
べ
て
祢
宜
。

□
目
因
日
日
日
日
園
Ш
田
円
＝
日
□

興
福
寺
／
寺
務

　
一
乗
院
尊
政

・
権
別
当
　
修
南
院
光
助
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春
日
社
三
惣
官
／
神
主
　
中
東
時
広

・
正
預
　
東
地
井
祐
範

。
若

宮
神
主
　
千
鳥
祐
紀

正
月
廿
四
日
　
龍
雲
院
月
次
連
歌
。

二
月
廿
三
日
　
祐
範
、
覚
情
上
人
玄
桂
追
善
の

一
会
興
行
。

二
月
廿
五
日
　

一
乗
院
尊
政
連
歌
興
行
。

二
月
廿
七
日
　
中
東
時
広
、
覚
情
上
人
玄
桂
追
善
連
歌
興
行
。

二
月
廿
四
日
　
南
市
紹
喜
連
歌
興
行
。

五
月
八
日
　
源
氏
物
語

一
部
講
釈
成
就
の
た
め
、
中
東
時
広
に
て
、
中

東
時
昌

。
東
地
井
祐
長

一
会
興
行
。

五
月
九
日
　
五
月
八
日
答
礼
に
、
中
東
時
昌
、
祐
範

へ
来
臨
。

六
月
十
六
日
　
里
村
玄
仲
所
望
に
よ
り
、
祐
範
日
本
紀
講
釈
。

六
月
十
八
日
　
里
村
玄
仲
所
望
に
よ
り
、
祐
範
中
臣
祓
講
釈
。
同
座
の

祐
甫
は
連
歌
に
執
心
し
、
関
東
よ
り
下
向
。

六
月
十
九
日
　
を示
治
連
歌
興
行
。

六
月
廿
二
日
　
東
地
井
祐
長
連
歌
興
行
。
発
句
里
村
玄
仲
。
連
衆
十
三

人
。
里
村
玄
仲
、
日
本
紀
講
釈
答
礼
に
、
祐
範

へ
来
臨
。

六
月
廿
四
日
　
里
村
玄
仲
来
臨
。
そ
の
後
、　
一
乗
院
尊
政
月
次
連
歌
二

百
韻
に
里
村
玄
仲
、
東
地
井
祐
長
祗
候
。
祐
範
は
出
座
せ
ず
。

八
月
四
日
　
金
春
座
小
鼓
役
者
の
大
蔵
長
右
衛
門
宣
安
夢
想
連
歌
興
行
。

祐
範
、
千
鳥
祐
紀
出
座
。
満
座
後
、
囃
子
五
番
あ
り
。
長
右
衛
門
子

息

奮
曇
口、
十

一
歳
）
の
小
鼓
。
長
右
衛
門
、
五
郎
兵
衛
の

一
番
あ

ハ
ワ
。

八
月
五
日
　
大
蔵
長
右
衛
門
宣
安
よ
り
、
妙
徳
院
の
藤
樹
を
使
者
と
し

て
、
祐
範
に
八
月
四
日
の
答
礼
。
長
右
衛
門
女
房
は
藤
樹
息
女
。

八
月
十
四
日
　
中
坊
左
近
秀
政

（飛
騨
殿
子
息
）
奈
良
奉
行
と
な
る
。

八
月
廿
三
日
　
大
東
延
貞

（十
三
歳
）
死
去
。
手
跡
よ
く
執
筆
を
務
め
、

読
書
に
執
心
。

九
月
五
日
　
大
東
延
貞
追
善
連
歌
興
行
。

十

一
月
十
六
日
　
中
東
時
昌
子
息

（時
房
、
三
歳
）
烏
帽
子
着
。

興
福
寺
／
寺
務

　
一
乗
院
尊
政

・
権
別
当
　
修
南
院
光
助

春
日
社
三
惣
官
／
神
主
　
中
東
時
広

。
正
預
　
東
地
井
祐
範

。
若

宮
神
主
　
千
鳥
祐
紀

二
月
廿
八
日
　

一
乗
院
尊
政
、
駿
河
下
向
。

二
月
八
日
～
四
月
十

一
日
　
上
下
遷
宮
成
就

（慶
長
十
八
年
）
の
御
礼

に
、
興
福
寺
よ
り
五
師
明
王
院
尊
識
房

。
三
学
院
顕
実
房
、
春
日
社

よ
り
祐
範

（正
預
）、
千
鳥
祐
紀

（若
宮
神
主
）、
中
東
時
昌

（神
主
時

広
代
）、
関
東

へ
出
立
。
二
月
十
五
日
、
駿
府
着
。
四
月
二
日
、
江

戸
着
。

五
月
十
七
日
　
祐
範
、
関
東
よ
り
帰
宅
。
駿
府
滞
在
中
、
後
藤
庄
二
郎

光
次

（徳
川
家
康
家
臣
）
所
望
に
よ
り
、
祐
範
、
伊
勢
物
語
講
釈
。

千
鳥
祐
紀
、
中
東
時
昌
、
小
堀
遠
州
同
座
聴
聞
。

五
月
廿
日
　
里
村
玄
仲
、
祐
範

へ
来
臨
。
五
月
廿
二
日
、
龍
雲
院
に
て

奈
良
町
衆

へ
振
舞
の
連
歌
興
行
の
た
め
、
祐
範
に
発
句
を
所
望
。

五
月
廿
二
日
　
龍
雲
院
に
て
里
村
玄
仲
連
歌
興
行
。

五
月
廿
四
日
　

一
乗
院
尊
政
に
て
三
吟
あ
り
。
里
村
玄
仲
、
祐
範
。
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五
月
廿
五
日
　
祐
範
、
五
月
廿
四
日
答
礼
に

一
乗
院
尊
政

へ
祗
候
。
そ

の
後
、
龍
雲
院
に
て
里
村
玄
仲
と
終
日
対
談
。

五
月
廿
六
日
　
里
村
玄
仲
帰
京
。

六
月

一
日
　
一
乗
院
尊
政
月
次
。

八
月
十
五
日
　
一
乗
院
尊
政
連
歌
興
行
。

八
月
十
六
日
　
新
薬
師
奥
坊
玄
左
連
歌
興
行
。

十
二
月
十
八
日
　
覚
情
上
人
玄
桂
第
二
年
追
善
。
命
日
は
十
二
月
廿
三

口
口
。

目
目
目
日
日
日
間
園
Ш
田
円
日
固
□

興
福
寺
／
寺
務

　
一
乗
院
尊
政

。
権
別
当
　
修
南
院
光
助

春
日
社
三
惣
官
／
神
主
　
中
東
時
広

・
正
預
　
東
地
井
祐
範

。
若

宮
神
主
　
千
鳥
祐
紀

二
月
廿
六
日
　
新
薬
師
奥
坊
玄
左
月
次
連
歌
。

二
月
廿
二
日
　
春
日
社
中
月
次
連
歌
始
。

二
月
廿
三
日
　
一
乗
院
尊
政
連
歌
興
行
。

二
月
廿
五
日
　
一
乗
院
尊
政
連
歌
興
行
。

六
月
九
日
　
祐
範
、
日
本
紀
講
釈
。
遷
宮
の
硼
、
立
願
の
た
め
。

六
月
廿

一
日
　
一
乗
院
尊
政
の
と
り
な
し
に
よ
り
、
東
地
井
祐
長
、
辰

市
家
名
跡
を
継
承
す
る
。

七
月
二
日
　
祐
範
、
大
学
講
釈
。

八
月
十
五
日
　
一
乗
院
尊
政
連
歌
興
行
。

八
月
廿
六
日
　
惣
珠
院

へ
一
乗
院
尊
政
御
成
、
連
歌
興
行
。

九
月
廿
五
日
　
一局
安
太
郎
左
衛
門
重
政
連
歌
興
行
。
金
剛
大
夫

（新
太

郎
）
等
の
音
曲

（金
剛
新
太
郎
ほ
か
）

。
大
蔵
弥
右
衛
門

（虎
清
）
の

狂
言
あ
り
。

十
月
廿
二
日
　
祐
範
、
千
座
祓
沙
汰
。
上
下
遷
宮
の
瑚
、
立
願

一
七
日

参
籠
、　
一
七
日
参
社
五
千
祓
。
唯
識
論

一
筆
書
写
、
日
本
紀
講
釈
畢

〓見
。興

福
寺
／
寺
務
　
修
南
院
光
助

・
権
別
当
　
喜
多
院
空
慶

春
日
社
三
惣
官
／
神
主
　
中
東
時
広

・
正
預
　
東
地
井
祐
範

。
若

宮
神
主
　
千
鳥
祐
紀

正
月
十
八
日
力

（欠
損
）

春
日
社
中
月
次
連
歌
。
頭
役
大
東
延
通
。

正
月
廿
五
日
力

（欠
損
）

惣
年
寄
関
才
次
郎
宗
清
連
歌
興
行
。

二
月
十
二
日
　
春
日
社
智
足
屋
に
て
金
勝
院
連
歌
興
行
。
連
衆
、
春
日

社
中
衆
六
、
七
人
。

二
月
十
六
日
　
新
薬
師
奥
坊
玄
左
月
次
連
歌
。
頭
役
宗
治
。

二
月
十
八
日
　
春
日
社
中
月
次
連
歌
。
頭
役
中
東
時
昌
。

四
月
九
日
　
智
足
坊
に
て
金
勝
院
連
歌
興
行
。

四
月
十
日
　
金
勝
院
、
四
月
九
日
答
礼
に
、
祐
範

へ
来
臨
。

四
月
廿
五
日
　
十
六
や
景
次
連
歌
興
行
。
翌
日
、
祐
範
に
答
礼
あ
り
。

四
月
廿
七
日
　
南
市
紹
喜
夢
想
三
百
韻
連
歌
興
行
。

四
月
廿
八
日
　
南
市
紹
喜
、
四
月
廿
七
日
答
礼
に
、
祐
範

へ
来
臨
。

六
月
二
日
　
野
田
筑
後
利
房

一
会
興
行
。
源
氏
物
語

一
筆
書
写
成
就
の

た
め
。
発
句
祐
範

「窓
の
う
ち
に
風
の
あ

つ
む
る
蛍
哉
」
。
連
衆
、

中
東
時
広
、
千
鳥
祐
紀
、
正
真
院
経
長
、
中
東
時
昌
、
辰
市
祐
長
、



因
幡
殿
長
舜
、
守
理
、
利
忠
、
利
房
。
執
筆
千
鳥
祐
栄
。

六
月
廿
六
日
　
興
福
寺
寺
務
を
喜
多
院
空
慶
、
権
別
当
を
松
林
院
実
政

と
す
る
長
者
宣
あ
り
。
芸
能
五
番
あ
り
。
大
夫
祢
宜
衆
。

六
月
廿
七
日
　
寺
務
見
参
に
つ
き
、
能
六
番
あ
り
。
祐
範
不
参
。

六
月
廿
八
日
　
権
別
当
見
参
に
つ
き
、
能

。
乱
舞
あ
り
。
祐
範
、
辰
市

祐
長
は
不
参
。

七
月
十
五
日
　
一昌
田
延
実
死
去

（四
十
七
歳
）。

七
月
廿
五
日
　
春
日
社
中
月
次
連
歌
。
頭
役
辰
市
祐
長
。

九
月
廿
五
日
　
関
才
次
郎
宗
清
連
歌
興
行
。

九
月
廿
六
日
　
中
東
時
広
に
て
回
切
あ
り
。

九
月
廿
八
日
　
関
才
次
郎
宗
清
、
九
月
廿
五
日
答
礼
に
祐
範

へ
来
臨
。

九
月
廿
九
日
　
城
戸
の
堂
鎮
守
遷
宮
法
楽
連
歌
興
行
。
発
句
祐
範

「
ゆ

く
水
の
ぬ
さ
と
り
´
ヽ
の
紅
葉
哉
」
。
鎮
守
三
十
八
所
、
寺
号
安
養

寺
。
本
尊
阿
弥
陀
は
行
基
作
。
平
城
帝
時
代
創
建
と
の
縁
起
あ
り
。

十
月
四
日
　
春
日
社
中
月
次
連
歌
。
頭
役
祐
範
。
七
月
延
引
分
。

十
月
十
八
日
　
中
東
時
広
に
て
月
次
連
歌
。

日
□

日

日

日

日

囲
囲

園

日

間

□

興
福
寺
／
寺
務
　
喜
多
院
空
慶

。
権
別
当
　
松
林
院
実
政

春
日
社
三
惣
官
／
神
主
　
中
東
時
広

・
正
預
　
東
地
井
祐
範

。
若

宮
神
主
　
千
鳥
祐
紀

正
月
十
二
日
　
立
徳
、
関
東
よ
り
帰
国
に
つ
き
、
祐
範
、
米
二
俵
に
狂

歌
を
添
え
て
送
る
。
祐
範
狂
歌

「我
思
か
け
て
ぞ
を
く
る
八
ノ
木
の

数
は
す
く
な
き
薪
な
れ
ど
も
」
。
返
書
あ
り
。
立
徳
狂
歌

「
い
に
し

へ
の
鈴
の
た
も
と
引
か

へ
て
紙
衣
き

つ
ゝ
か

へ
る
古
郷
」
。
祐
範
狂

歌

へ
の
返
歌
は
な
し
。

正
月
十
三
日
　
立
徳
、
紹
意
、
祐
範

へ
来
臨
。
立
徳
狂
歌

「
玉
づ
さ
を

つ
ば
さ
に
か
け
て
我
た
の
む
君
か
方
に
や
か
へ
る
雁
か
ね
」
。

正
月
廿
二
日
　
サ
カ
イ
ヤ
正
知
月
次
連
歌
。
茶
湯
あ
り
。
無
準
和
尚
墨

跡
、
茶
入

。
茶
碗
等
拝
見
。

正
月
廿
五
日
　
関
才
次
郎
宗
清
連
歌
興
行
。

正
月
廿
八
日
　
奈
良
奉
行
中
坊
左
近
秀
政
の
家
老
、
辻
七
右
衛
門
良
政

連
歌
興
行
。
発
句
祐
範

「梅
が
香
の
道
じ
る
べ
す
る
雪
間
哉
」
。

正
月
廿
九
日
　
辻
七
右
衛
門
良
政
、
祐
範
に
正
月
廿
八
日
の
答
礼
。

二
月

一
日
　
関
才
次
郎
宗
清
、
祐
範
に
正
月
廿
五
日
の
答
礼
。

二
月
五
日
　
野
田
衆
花
見
あ
り
。
中
東
時
広
参
会
。
野
田
衆
、
発
円
房
、

久
左
衛
門
、
二
郎
左
衛
門
、
主
水
、
孫
左
衛
門
で
興
行
あ
り
。

二
月
十
二
日
　
大
東
延
通
連
歌
興
行
。
発
句
祐
範

「奥
し
ら
ぬ
花
吹
い

だ
せ
深
山
風
」
。
連
衆
、
町
衆
、
笠
坊
、
辰
市
祐
長
。

二
月
十
六
日
　
を不
治
月
次
連
歌
。

二
月
廿

一
日
　
サ
カ
ヒ
ヤ
正
知
、
二
月
廿
二
日
連
歌
興
行
の
発
句
を
祐

範
に
所
望
。
発
句
祐
範

「藤

つ
ゝ
じ
咲
を
や
待
し
を
そ
桜
」
。

四
月
八
日
　
九
兵
衛
連
歌
興
行
に
祐
範
、
辰
市
祐
長
出
座
。

四
月
廿
二
日
　
金
勝
院
連
歌
興
行
。
古
坊
主
明
禅
房
廿
五
廻
の
た
め
。

発
句
祐
範

「郭
公
夏
や
半
の
法
の
こ
ゑ
」
。
明
禅
房
は
古
今
未
曾
有

の
碩
学
。
命
日
は
廿
五
日
。

五
月
五
日
　
左
太
郎
、
祐
範
に
懐
紙
清
書
の
礼
に
、
永
春
と
来
臨
。



五
月
十
四
日
　
紀
寺
教
春

一
会
を
興
行
。

五
月
十
四
日
　
土
佐
御
局

（中
東
時
広
女
、
後
陽
成
院
後
宮
）
南
都
下
向
。

五
月
廿
二
日
　
土
佐
御
局
帰
京
。

五
月
廿
五
日
　
関
才
次
郎
宗
清
連
歌
興
行
。

六
月
廿
九
日
　
東
大
寺
中
性
院
に
て
宗
昏
連
歌
興
行
。
父
玄
斎
三
回
忌

の
た
め
。

七
月
廿
五
日
　
立
徳
、
西
国
下
向
の
た
め
、
祐
範

一
折
興
行
。

九
月
廿
五
日
　
関
才
次
郎
宗
清
連
歌
興
行
。

十
月
廿
六
日
　
連
歌
あ
り
。
祐
範
出
座
。

十
二
月
廿
三
日
　
祐
範
母
忌
日
。
覚
情
上
人
玄
桂
正
忌
日
。

曰
回
日
目
困
日
日
口
囲
田
旧
Ⅲ
□

興
福
寺
／
寺
務
　
大
乗
院
信
尊

・
権
別
当
　
松
林
院
実
政

春
日
社
三
惣
官
／
神
主
　
中
東
時
広

・
正
預
　
東
地
井
祐
範

。
若

宮
神
主
　
千
鳥
祐
紀

正
月
廿
五
日
　
関
才
次
郎
宗
清
連
歌
興
行
。
連
衆
春
日
社
中
衆
。
祐
範

は
出
座
せ
ず
、
発
句
の
み
遣
る
。

正
月
廿
七
日
　
中
坊
左
近
秀
政
祈
薦
連
歌
興
行
。
祐
範
は
出
座
せ
ず
、

発
句
の
み
遣
る
。
春
日
社
中
よ
り
中
東
時
広
、
千
鳥
祐
紀
、
祐
長
出

座
。
執
筆
千
鳥
祐
栄
。

二
月
九
日
　
祐
範
に
て
牡
丹
花
見
あ
り
。
音
曲
あ
り
。
人
数
、
野
田
久

左
衛
門
、
同
二
郎
右
衛
門
、
同
主
水
、
同
筑
後
、
雑
仕
弥
左
衛
門
、

高
畠
勘
兵
衛
、
若
宮
甚
介
、
同
左
近
左
衛
門
、
北
郷
喜
兵
衛
。

二
月
十
日
　
辻
七
右
衛
門
良
政
の
た
め
喜
多
院
連
歌
興
行
。

二
月
十
六
日
　
辻
七
右
衛
門
良
政
連
歌
興
行
。
茶
湯
あ
り
。

四
月

一
日
　

一
乗
院
尊
覚
に
て
能
あ
り
。
役
者
は
祢
宜
。
大
夫
弥
二
郎

は
、
重
時
の
孫
。

四
月
四
日
　
正
桂
庵
に
て
、
町
衆
、
祐
範
八
十
賀
の

一
会
興
行
。
発
句

祐
範

「折
残
る
花
も
て
か
く
す
若
葉
か
な
」
。
人
数
、
正
順
、
永
俊
、

良
意
、
宗
治
、
宗
利
、
良
佐
、
正
桂
、
紹
意
、
正
知
、
清
次
、
辰
市

祐
長
、
祐
範
。
西
天
満
神
前
に
て
大
御
酒
、
音
曲

。
舞
、
和
歌
あ
り
。

四
月
十
四
日
　
大
東
延
通
に
て
月
次
連
歌
興
行
。

四
月
十
七
日
　
春
日
社
中
月
次
連
歌
。
頭
役
辰
市
祐
長
。

四
月
廿
日
　
月
次
連
歌
。
頭
役
祐
範
。

五
月
廿
五
日
　
関
才
次
郎
宗
清
祈
薦
連
歌
。
発
句
祐
範
。
連
衆
春
日
社

中
衆
。

五
月
廿
八
日
　
善
春
、
祐
範
八
十
賀
の
連
歌
興
行
。

六
月
二
日
　
里
村
玄
仲
下
向
の
た
め

一
乗
院
尊
覚
連
歌
興
行
。

六
月
四
日
　

一
乗
院
尊
覚
よ
り
伊
豆
殿
を
使
者
と
し
て
、
祐
範

へ
六
月

二
日
の
答
礼
。

六
月
五
日
　
中
沼
左
京
元
知
連
歌
興
行
。
祐
範
は
出
座
せ
ず
。

六
月
七
日
　
清
次
連
歌
興
行
。
祐
範
出
座
せ
ず
。
辰
市
祐
長
出
座
。

六
月
六
日
　
祐
範
、
テ
ン
カ
イ
塗
師
屋
源
二
郎
の
た
め
振
舞
。
相
伴
、

源
二
郎
孫
の
長
二
郎
、
久
左
衛
門
。
古
代
の
茶
湯
の
物
語
を
聞
く
。

六
月
十
二
日
　
里
村
玄
仲
来
臨
。

七
月
九
日
　
春
日
社
論
講
屋
に
て
喜
多
院
の
振
舞
あ
り
。
任
王
経
、
最

勝
王
経
講
釈
あ
り
。
信
願
上
人
良
遍
肖
像
拝
見
。



七
月
廿

一
日
　
春
日
社
椿
屋
に
て
連
歌
あ
り
。
武
家
女
房
衆
、
社
頭
鏡

の
夢
想
の
た
め
。
発
句
祐
範

「
八
重
榊
か
け
し
鏡
や
秋
の
月
」
。
連

衆
、
祐
範
、
中
東
時
広
、
千
鳥
祐
紀
、
大
東
延
通
、
正
真
院
経
長
、

中
東
時
昌
、
辰
市
祐
長
、
千
鳥
祐
栄
、
今
西
祐
定
１６
、
大
東
延
種
１７
０

執
筆
富
田
延
倫
１８
０
懐
紙
清
書
祐
長

・
祐
栄
各
五
十
韻
。

七
月
廿
三
日
　
大
東
延
通
よ
り
、
祐
範

へ
七
月
廿

一
日
の
答
礼
。
興
行

施
主
よ
り
、
発
句
の
礼
を
受
領
。

八
月
廿
四
日
　
正
順
房

一
折
興
行
。
永
俊
、
正
桂
、
祐
長
、
祐
範
出
座
。

宗
治
は
娘
産
後
煩
の
た
め
不
参
。

九
月
廿
五
日
　
関
才
次
郎
宗
清
連
歌
興
行
。

十
月
九
日
　
雑
司
孫
左
衛
門
に
て
振
舞
。
茶
湯
あ
り
。
中
東
時
広
、
西

師
治
、
大
東
延
通
、
辰
市
祐
長
、
祐
範
参
会
。
相
伴
、
久
左
衛
門
、

二
郎
右
衛
門
。
山
中
紅
葉
下
に
て
酒
宴
あ
り
。

十
月
十
二
日
　
中
東
時
昌
に
て
月
次
連
歌
。

十
月
廿
五
日
　
業
平
塚
開
の
た
め
宗
利
連
歌
興
行
。
発
句
祐
範

「
め
で

来
て
の
月
や
有
明
の
朝
時
雨
」
。

十

一
月
十
五
日
　
祐
範
連
歌
興
行
。
町
衆

へ
四
月
四
日
八
十
賀
の
返
礼

の
た
め
。

十
二
月
十
二
日
　
祐
範
連
歌
興
行
。
善
春

へ
五
月
廿
八
日
八
十
賀
の
返

礼
の
た
め
。
連
衆
十
人
。

十
二
月
廿
三
日
　
十
二
月
廿
二
日
に
大
蔵
長
右
衛
門
宣
安
連
歌
興
行
あ

り
。
発
句
祐
範

「汲
な
ら
す
岩
井
や
水
の
あ
さ
氷
」
。
椿
井
宅
の
弘

法
御
作
名
井
の
心
を
詠
ず
。
茶
湯
あ
り
。
高
麗
茶
碗

。
一
体
墨
絵
を

拝
見
。
囃
あ
り
。
弟
子
衆
五
番
。
亭
主

一
番
あ
り
、
謡
は
高
安
太
郎

左
衛
門
重
政
。

十
二
月
廿
三
日
　
大
蔵
長
右
衛
門
宣
安
父
子
、
祐
範

へ
十
二
月
廿
二
日

の
答
礼
。

興
福
寺
／
寺
務
　
大
乗
院
信
尊

。
権
別
当
　
松
林
院
実
政

春
日
社
三
惣
官
／
神
主
　
中
東
時
広

。
正
預
　
東
地
井
祐
範

。
若

宮
神
主
　
千
鳥
祐
紀

正
月
廿
五
日
　
関
才
次
郎
宗
清
祈
薦
連
歌
興
行
。
発
句
祐
範
。

正
月
廿
六
日
　
中
坊
左
近
秀
政
連
歌
興
行
。
発
句
祐
範
。
朝
飯
後
、
亭

主
上
洛
の
た
め
、
辻
七
右
衛
門
良
政
、
甚
介
代
官
。

正
月
廿
八
日
　
中
東
時
広
に
て
月
次
連
歌
。

二
月
廿
五
日
　
千
鳥
祐
栄
月
次
連
歌
。

二
月
廿
八
日
　
金
勝
院
連
歌
興
行
。
発
句
祐
範

「露
を
も
る
木
ず
ゑ
や

下
枝
い
と
桜
」
。

二
月
廿
九
日
　
金
勝
院
、
二
月
廿
八
日
の
答
礼
に
、
祐
範

へ
来
臨
。

二
月
四
日
　
良
以
、
祐
範
に
て
連
歌
興
行
を
所
望
。

二
月
十
二
日
　
一局
安
太
郎
左
衛
門
重
政
夢
想
連
歌
興
行
。
大
小

ハ
ヤ
シ

五
番
あ
り
。
大
蔵
源
右
衛
門
子
息

（七
歳
）。
大
蔵
源
右
衛
門

一
番

あ
り
。
弥
太
郎

（虎
明
）
兄
弟
狂
言
あ
り
。

二
月
十
五
日
　
祐
範
に
て
、
良
以
連
歌
興
行
。
発
句
祐
範

「
年

へ
て
も

た
ち
枝
は
花
の
若
木
哉
」
。
良
以
七
十
賀
の
心
を
詠
。

二
月
廿
二
日
　
箔
屋
多
左
衛
門
幸
治
連
歌
興
行
。
発
句
祐
範

「
深
く
入

（
一
一ハ
二
一
一）



て
知
人
え
た
り
山
桜
」
。

二
月
廿
三
日
　
箔
屋
多
左
衛
門
幸
治
、
祐
範

へ
二
月
廿
二
日
の
答
礼
。

二
月
廿
四
日
　
祐
範
に
て
牡
丹
花
盛
の
振
舞
あ
り
。
野
田
久
左
衛
門
、

二
郎
右
衛
門
、
主
水
、
左
近
、
蕃
番
、
孫
左
衛
門
。
勘
兵
衛
、
甚
介
、

左
近
左
衛
門
参
会
。
嘉
兵
衛
は
、
勧
進
能
の
た
め
他
行
。

四
月
二
日
　
甚
介
、
祐
範

へ
来
臨
。
土
佐
下
国
時
、
連
歌
昼
夜
あ
り
。

四
月
九
日
　
祐
範
に
て
月
次
連
歌
。
金
勝
院
、
神
人
治
部
永
世
出
座
。

四
月
十
九
日
　
大
東
延
通
に
て
月
次
連
歌
興
行
開
闘
。
発
句
大
東
延
通
。

松
林
院
実
政
出
座
。

四
月
十
四
日
　
大
乗
院
信
尊
の
使
者
因
幡
法
眼
御
房
、
祐
範

へ
来
臨
。

祐
範
、
大
乗
院
信
尊
よ
り
八
代
集
書
写
を
命
ぜ
ら
れ
、
千
載
集
ま
で

を
進
上
。
ま
た
、
廿

一
代
集
書
写
の
命
あ
り
。

四
月
廿
日
　
春
日
社
中
月
次
連
歌
。
頭
役
祐
範
。
松
林
院
実
政
出
座
。

四
月
廿
八
日
　
一ホ
治
、
月
次
の
式
に
て
連
歌
興
行
。

五
月
廿

一
日
　
正
真
院
経
長
逝
去

（三
十
七
歳
）。
手
跡
随
分
、
風
雅
に

も
器
用
。

五
月
廿
七
日
　
金
勝
院
所
望
に
よ
り
、
祐
範
、
伊
勢
物
語
講
釈
始
。
辰

市
祐
長
、
千
鳥
祐
栄
同
座
聴
聞
。

六
月
二
日
　
祐
範
伊
勢
物
語
講
釈
成
就
。
七
、
八
日
所
要
の
と
こ
ろ
繰

上
。

六
月
四
日
　
正
真
院
経
長
二
七
日
追
善
の
た
め
、
祐
範
に
て
月
次
衆
連

歌
興
行
。
発
句
祐
範

「月
は
猶
涼
し
き
道
の
し
る
べ
哉
」
。

六
月
廿
六
日
　
金
勝
院
に
て
連
歌
あ
り
。
連
衆
、
春
日
社
中
衆
。

六
月
廿
七
日
　
良
以
の
た
め
、
祐
範
、
源
氏
抄
物
を
書
写
。

六
月
廿
八
日
　
金
勝
院
月
次
連
歌
始
。
七
、
八
人
町
衆
懇
望
の
た
め
祐

範
出
座
。
辰
市
祐
長
同
道
。

七
月
廿
二
日
　
正
桂
月
次
連
歌
。

七
月
廿
四
日
　
大
東
延
通
に
て
月
次
連
歌
。

八
月
廿
四
日
　
金
勝
院
月
次
連
歌
。

九
月
二
日
　
春
日
社
中
月
次
連
歌
。
頭
役
辰
市
祐
長
。

九
月
十
二
日
　
中
東
時
広
に
て
連
歌
。

九
月
廿
五
日
　
金
勝
院
月
次
連
歌
。

九
月
廿
七
日
　
を不
利
月
次
連
歌
。
名
物
の
墨
跡

・
花
瓶
等
拝
見
。

十
月
十
二
日
　
神
人
治
部
永
世
月
次
連
歌
。

十

一
月
十
日
　
土
佐
御
局
腹
の
宮
、
自
川
御
門
跡
に
定
ま
る
。

十

一
月
十
八
日
　
春
日
社
中
月
次
連
歌
。
頭
役
祐
範
。

十
二
月
十
日
　
千
鳥
祐
栄
月
次
連
歌
。

（か
わ
さ
き

。
さ
ち
こ
　
立
命
館
大
学
非
常
勤
講
師
）
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